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実りの秋あ き  
学校長 小池 愼一 

 「暑
あつ

さ寒
さむ

さも彼岸
ひ が ん

まで」と 昔
むかし

から言
い

われていますが、秋分
しゅうぶん

の日
ひ

を過
す

ぎるころから朝晩
あさばん

めっ

きり涼
すず

しくなり、暑
あつ

かった夏
なつ

も終
お

わったのだと感
かん

じるようになりました。 

 夏
なつ

の暑
あつ

さには、５月
がつ

頃
ころ

から時間
じ か ん

をかけて 体
からだ

をなじませることができますが、秋
あき

の涼
すず

しさは、

急
きゅう

に 訪
おとず

れてくるため、毎年
まいとし

この時期
じ き

には体調
たいちょう

を崩
くず

す子
こ

どもたちも、多
おお

くいるようです。 

 夏
なつ

から秋
あき

への季節
き せ つ

の変化
へ ん か

に、上手
じょうず

に 体
からだ

を適応
てきおう

させたいものだと思
おも

います。 

 春
はる

に蒔
ま

いた種
たね

、春
はる

に植
う

えた苗
なえ

、春
はる

に咲
さ

いた花
はな

が、夏
なつ

の陽
ひ

の 光
ひかり

を

たっぷりと浴
あ

びて、秋
あき

になり実
みの

りを 形
かたち

づくってきます。
 

 

 秋
あき

は、「実
みの

りの秋
あき

」とも言
い

われていますが、一言
ひとこと

で「実
みの

り」と言
い

っても、様々
さまざま

な実
みの

りの 形
かたち

があると思
おも

います。 

 保健
ほ け ん

委員会
いいんかい

の子
こ

どもたちが育
そだ

てていたトマトは、５月
がつ

下旬
げじゅん

に苗
なえ

を植
う

えて、暑
あつ

さ真
ま

っ盛
さか

りの８月
がつ

には収穫
しゅうかく

ができ、今
いま

はそろそろ

後始末
あとしまつ

の時期
じ き

になりました。 

 ５年生
ねんせい

が育
そだ

てている「かわしまブランド米
まい

」は、６月
がつ

初旬
しょじゅん

に田植
た う

えをして、夏
なつ

の太陽
たいよう

に照
て

らされながらたっぷりと水
みず

を吸
す

い上
あ

げ、

１０月
がつ

には収穫
しゅうかく

ができそうです。 

 夏
なつ

みかんは、５月
がつ

に白
しろ

い花
はな

が咲
さ

いて、夏
なつ

が過
す

ぎてずいぶんと実
み

が

大
おお

きくなってきましたが、まだまだ青
あお

くて、冬
ふゆ

にならないと食
た

べ頃
ごろ

にはなりません。
 

 

 春
はる

から同
おな

じように始
はじ

まっていても、実
みの

りを収穫
しゅうかく

できる時
とき

をゴ

ールとすれば、そのゴールは様々
さまざま

です。 

 ふと 考
かんが

えてみると、人間
にんげん

も生
う

まれたときは同
おな

じでも、途中
とちゅう

の

歩
あゆ

む道
みち

はみな違
ちが

っていいし、満
み

たされた実
みの

りも、人
ひと

それぞれで

あっていいのではないかと、そんな風
ふう

に思
おも

えるのです。 

 １０月
がつ

５日
か

には、今年
こ と し

１年間
ねんかん

の中間
ちゅうかん

の区切
く ぎ

りとしての、前期
ぜ ん き

の終 業 式
しゅうぎょうしき

を迎
むか

えます。 

 この半年
はんとし

の 間
あいだ

に、子
こ

どもたちが学校
がっこう

生活
せいかつ

の中
なか

でどのような満足感
まんぞくかん

を得
え

られたのか、「あゆみ」

を見
み

ながら、親子
お や こ

で 話
はなし

をしてみるのも良
よ

いかと思
おも

います。 
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